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1. 共同利用・共同研究
1-1. 共同研究プロジェクト課題数の推移
2006 年度課題数  11   2012 年度課題数  27
2007 年度課題数  22   2013 年度課題数  39
2008 年度課題数  23   2014 年度課題数  40
2009 年度課題数  18   2015 年度課題数  25
2010 年度課題数  29   2016 年度課題数  9
2011 年度課題数  31
1-2. 共同研究プロジェクト課題
 * 統括班　** 複合共同研究ユニット
2010 年度以降の採択課題 研究期間
（年度）
2011 2012 2013 2014 2015 2016
〈地域〉を測量（はか）る：21 世紀の「地域」像 * 2010-2015 5 3 3 3 3 
包摂と排除から見る地域 ** 2010-2011 6 
学校のなかの「他者」：南アジアの教育における包摂と排除 2010-2011 9 
「必要不可欠なアウトサイダー」からみる新たな地域像 2010-2011 10 
ヨーロッパにおける複合的国家の歴史的展開と現状比較 2010-2011 7 
大衆文化のグローバル化に見る包摂と排除の諸相：マレーシア映画を事例として 2010-2011 6 
新自由主義の浸透と社会への影響に関する地域間比較研究 ** 2010-2012 3 5 
中東欧・ロシアにおける新自由主義的政策の展開とその帰結 2010-2011 4 
中東地域における経済自由化と統治メカニズムの頑健性に関する比較研究 2010-2011 15 
ラテンアメリカにおける新自由主義の浸透と政治変動 2010-2011 12 
市場経済移行期のラオス農村金融市場の形成：東北タイ、ベトナム、日本の経験との比較 2012 5 
南アジアの教育における新自由主義：私事化・市場化・国際化の地域間比較に向けて 2012 10 
中東地域における経済自由化政策をめぐる受容と抵抗：比較政治研究 2012 16 
中東欧・ロシアにおける新自由主義的政策の理念と実態 2012 5 
新自由主義期ラテンアメリカにおける政策的位相の比較研究 2012 13 




東南アジアにおける油ヤシ農園生成・拡大の政治経済学 2010-2011 19 
相関型地域研究による総合的マツタケ（Tricholoma spp.）学の創成 2012 13 
アブラヤシ農園拡大の政治経済学：東南アジアを超えて 2012 21 
アフリカにおける人為植生の成立要因と歴史的変遷に関する地域間比較研究 2012 16 
アジアの大河流域における地域形成が流域ガバナンスに及ぼす影響 2012 4 
〈宗教〉からみた地域像 ** 2010-2012 11 16 
聖なるもののマッピング 2010-2011 11 
功徳の観念と積徳行に関する地域間比較研究 2011-2012 11 11 
癒し空間の総合的研究：聖空間としての延喜式内社とアジアの聖地の比較研究 2011-2012 12 12 
異宗教・異民族間コミュニケーションにおける共生の枠組と地域の複相性に関する比較研究 2012 12 
ポストグローバル化期における国家社会関係 ** 2013-2015 3 4 4 
ポスト・グローバル化期の教育に関する国際比較：新自由主義、子どもの権利、国
家の役割の再編
2013-2014 13 13 
地域内多様性と地域間共通性の比較政治経済分析：ポスト社会主義国を軸として 2013-2014 7 7 
中東とラテンアメリカにおける体制転換の比較研究 2013-2014 13 13 
ユーロ危機下における南欧諸国のガヴァナンス変容：東欧諸国との地域間比較の視点から 2013-2014 12 12 
ネオリベラリズム以後の新興民主主義国の多様性：ポスト社会主義国を軸として 2015 7 
体制転換における軍と政党：中東とラテンアメリカの比較研究 2015 13 
中央アジアの社会主義的近代化と現在：イスラームとジェンダーの観点から 2015 6 
地域環境とグローバルな持続可能性への挑戦 ** 2013-2015 5 6 9 
熱帯森林利用のローカル・ガバナンスの可能性に関する地域間比較研究 2013-2014 12 14 
アフリカにおける地域植生と植物利用の持続可能性 2013-2014 18 17 
現代アフリカ社会における植物利用の持続可能性と地域植生の管理 2015 19 
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熱帯森林 - 都市関係の社会生態学的比較研究 2015 16 
宗教実践の時空間と地域 ** 2013-2015 18 18 18 
移動と宗教実践：地域社会の動態に関する比較研究 2013-2014 8 8 
「功徳」をめぐる宗教実践と社会文化動態に関する比較研究：東アジア・大陸東南
アジア地域を対象として
2013-2014 15 15 
南欧カトリシズムの変容と福祉ビジネスの展開に関する地域間比較 2013-2014 7 9 
宗教実践における声と文字：東南アジア地域からの展望 2013-2014 14 14 
仏教をめぐる日本と東南アジア地域：断絶と連鎖の総合的研究 2015 11 
秩序再編の地域連関 ** 2016-2018 3
低成長期の発展途上諸国における政治経済社会変動の地域間比較研究 2016 7
地域情報学の展開 * 2013-2015 3 3 3 
地域情報学の展開 ** 2010-2012 15 17 
沖縄におけるマラリア対策資料の医療情報学および地域情報学的分析 2010-2011 7 
HGIS の利用と動向に関する研究 2010-2011 14 
地域研究資料の連関、組織化と利用に関する研究 2010-2011 8 
東南アジア地域の古文書を対象とした汎用的データベース公開システムの検討 2010-2011 7 
分野融合型集落定点調査情報の時空間データベースの構築と共有に関する研究 2010-2011 6 
地域表象情報学の試み：写真は地域の何を私たちに語りかけるのか ? 2012 9 
HGIS の展開に関する研究 2012 9 
CIAS 所蔵資料の活用 ** 2010-2012 5 6 
近代アジアにおける植民地都市と商業・金融・情報ネットワーク：イギリス帝国を中心に 2010
トルキスタン集成のデータベース化とその現代的活用の諸相 2010-2012 13 




「混成アジア映画」に見る世界：一潮流としてのマレーシアを中心に 2012 12 
島嶼部東南アジアにおける国民国家形成とマレー・ムスリムのネットワーク 2012 8 
時間・空間・語彙の地域情報学 ** 2013-2015 16 15 15 
地域に関する時空間基盤情報の収集・蓄積 2013-2014 10 10 
地域研究データにおけるトピックの検出と時空間変化に関する研究 2013-2014 11 11 
学術論文のマッピング・システムを通じた地域情報の統合と共有化 2013-2014 5 5 
フィールドノートを対象としたテキストマイニングに関する研究 2015 11 
地域研究における時空間情報の実践的活用 2015 10 
非文字資料の共有化と研究利用 ** 2013-2015 14 14 18 
写真雑誌に見る第二次世界大戦期の記憶とジェンダー・エスニシティの表象分析 2013-2014 5 8 
20 世紀前半のサハリン島に関する歴史的記憶 2013-2014 6 5 
集合的記憶と中東欧地域の音楽：比較研究に向けてのデータベース構築 2013-2014 9 10 
CIAS 所蔵資料の活用 ** 2013-2015 6 5 8 
書誌情報データベースの地域情報学的新展開を探る 2013-2014 6 6 
『乾隆京城全図』と空間画像史料を用いた「華北・北京歴史データベース」の構築 2013-2014 3 3 
映画に見る現代アジア社会の課題 2013-2014 7 7 
脱植民地化期の東南アジア・ムスリムの自画像と他者像 2013-2014 9 8 
1950・60 年代の東南アジア・ムスリムの社会史 2015 9 




強くしなやかな社会をめざして * 2013-2015 6 6 5 
災害対応の地域研究 ** 2011-2013 0 0 
3・11 被災後のディアスポラ・コミュニティにおけるコミュニケーションの総合的研究 2011-2013 6 7 
災害・紛争と復興 ** 2013-2015 3 3 3 
「小さな災害」アプローチによる紛争・災害に強い社会づくり：災害地域情報マッ
ピングシステムを活用した社会問題の早期発見・早期対応
2013-2014 8 8 
社会紛争の総合分析に基づく解決・予防の研究：ラテンアメリカの事例から 2013-2014 5 5 
ラテンアメリカにおける社会紛争：発生・終結プロセスの比較研究 2015 6 
記録・記憶と社会の再生 ** 2013-2015 2 2 2 
災厄からの再生のための記録と記憶の〈場〉：災害・紛争後の記憶をつなぐ実践・
支援とその可能性
2013-2014 5 5 
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１．共同利用・共同研究




















16 巻 1 号　［総特集］ロシアとヨーロッパの狭間：ウクライナ問題と地域史から考える 2015
16 巻 2 号　［総特集］中ロの台頭と欧米覇権の将来 2016
CIAS Discussion Paper Series 出版年
No. 55　山本博之・西芳実・篠崎香織編『2004 年スマトラ沖地震・津波復興史 II』 2015
No. 56　福田宏・柳澤雅之編『せめぎあう眼差し：相関する地域を読み解く』 2016
No. 57　村上勇介編『BRICs 諸国のいま：2010 年代世界の位相』 2016





No. 60　山本博之・篠崎香織編著『たたかうヒロイン：混成アジア映画研究 2015』 2016
建築を通したポピュラー文化の記憶の場の構築力の解明 2013-2014 6 6 
メディアの記憶をめぐるウチとソト：多声化社会におけるつながりと疎外の動態 2014-2015 11 10 




災いへの社会的対応 ** 2016-2018 2
東南アジアのムスリムをめぐる社会的亀裂とその対応 2016 10
災害対応の実践の場としてとらえる映像作品：東南アジアを事例として 2016 9
地域研究方法論 ** 2010-2012 6 4 
『仮想地球』モデルをもちいたグローバル / ローカル地域認識の接合 2010
ヒューマン・パワー時代の外交・安全保障の現場と地域研究 2010-2011 5 
災害対応と情報：人道支援・防災研究・地域研究の連携を求めて 2010-2011 5 
『仮想地球』モデルをもちいたグローバル / ローカル地域認識の展開 2011 8 
地域研究における情報資源の共有化とネットワーク形成による異分野融合型方法論の構築 2011-2012 20 20 
紛争・災害後社会のメディアと記憶 2012 8 
地域研究方法論 ** 2013-2015 4 4 4 
アジアと日本を結ぶ実践型地域研究 2013-2014 5 5 
物語を基にしたコミュニティづくりを目指す地域研究 2013-2014 3 7 
官公庁や民間企業やマスコミと接合される地域研究の方法論の検討 2013-2014 8 8 
ユニット数 33 28 39 40 25 9
延べ人数 303 279 313 333 223 60
セル内の数字は所属研究員数











No. 65　Braulio Serna Hidalgo. HONDURAS: POLÍTICAS DE AJUSTE, INEQUIDAD Y CRECIMIENTO 1980-
2013. 2016
No. 66　王柳蘭編『声を繋ぎ、掘り起こす：多声化社会の葛藤とメディア』 2016










Andrea Yuri Flores Urushima, Raquel Abi-Samara, Murilo Jardelino da Costa, eds. Modernização urbana e cultura 
contemporânea: diálogos Brasil-Japão. São Paulo: Terracota Editora. 2015












































43 My データベースサービスおよびREST型 API
44 地域研究資源共有化データベース
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4. 研究資料の所蔵（2016 年 3 月末現在、登録済のみ）
4-1. 図書点数・内訳（BPP も含む）
・図書　総冊数（所蔵 ID 数）57,169 点（うち和書 7,432、洋書 49,737）（マイクロフィルム約 5,200 リール、マイクロフィッシュ
約 20,000 枚を含む）




・下院文書（1801 ～ 1986 年）・上院文書（1801 ～ 1922 年）　計 12,832 冊（欠本率 0.03％）
・ウェブ版 House of Commons Parliamentary Papers（下院文書：18 世紀～現在）
4-3. 地図













57 Mapping Practice of Theravadins
58 アチェ津波被災者証言データベース
ロシア（50 万分の 1） 605 枚
カザフスタン 585 枚
アフガニスタン（10 万分の 1） 389 枚
サウジアラビア 325 枚
イラン 277 枚





















2015 年 4 月
13–15 日 シネマート六本木
共同研究ワークショップ「せめぎあう眼差し：相関する地域を読み解く」 2015 年 4 月 25 日 京都大学稲盛財団記念館
ポール・バークレー×中山大将　ジョイント・ワークショップ 2015 2015 年 5 月 28 日 京都大学稲盛財団記念館
現代コロンビアに関するセミナー／研究会 2015 年 6 月 1 日 京都大学稲盛財団記念館
シンポジウム「ポストネオリベラル期のラテンアメリカ政治：現状と課題」 2015 年 6 月 22 日 上智大学中央図書館
第 1 回日伯文化環境研究会 2015 年 7 月 8 日 京都大学稲盛財団記念館
東南アジアの移民・難民に関する緊急研究集会 2015 年 7 月 19 日 東京大学山上会館大会議
室
国際学術討論会「東亜的歴史、現在與未来 : 文化交流と相互認識　東亜学
術論壇 2015」 2015 年 8 月 25 日 中国哈爾濱師範大学
日本デジタル・ヒューマニティーズ学会 2015「文化資源をエンコードする」 2015 年 9 月1–3 日 京都大学人文科学研究所
Public Symposium “Media Cultures of Wartime and Postwar East Asia” 2015 年 9 月 15 日 Georgetown University, Intercultural Center（ICC）
Gaia Caramellino ×谷川竜一　ジョイント・セミナー 2015 2015 年 9 月 17 日 京都大学稲盛財団記念館
九州シネアドボ・ワークショップ「変身するインドネシア：力と技と夢の
女戦士たち」




2015 年 10 月 3 日 早稲田大学大隈小講堂
シンポジウム「BRICs 諸国のいま：2010 年代世界の位相」 2015 年 10 月 10 日 あすか会議室日本橋会議室
JCAS 年次集会一般公開シンポジウム「境界領域への挑戦と『地域』」 2015 年 11 月 1 日 東京外国語大学アジア・
アフリカ言語文化研究所
シンポジウム「近代建築史の最先端」第 11 回「東アジア近代建築史研究
の回顧と展望：『東アジアの近代建築』から 30 年」 2015 年 11 月 29 日 建築会館
International Workshop “Toward Building Regional Platform for Disaster Risk 
Reduction in Asia”
2015 年 12 月
15–16 日 京都大学稲盛財団記念館
華北交通写真第 2 回協議会 2015 年 12 月 20 日 京都大学稲盛財団記念館
International Workshop “Islam and Gender in Central Asia: Soviet Modernization 
and Todayʼs Society” 2015 年 12 月 26 日 京都大学稲盛財団記念館
現代アルゼンチンに関するワークショップ／研究会 2016 年 1 月 23 日 京都大学稲盛財団記念館
東アジア若手人文社会科学研究者ワークショップ（2015 年度京都大学南京
大学社会学人類学若手ワークショップ）
2016 年 2 月
3–4 日 京都大学稲盛財団記念館
International Workshop “Toward Social History of Malay Muslims: Islamic 
Principles and Local Practices from the Perspective of Majalah Qalam（1951-
1969）”
2016 年 2 月 22 日
Sanggar Zaʻba, Level 
1, Dewan Bahasa dan 
Pustaka, Kuala Lumpur, 
Malaysia
東亜学術論壇 2016：交錯する東アジア像 2016 年 2 月 23 日 石川県政記念しいのき迎賓館
International Symposium “Illegal Timber of the Global East: A Dialogue between 
the Private Sector, Civil Society Organizations and Academia” 2016 年 2 月 29 日 京都大学稲盛財団記念館




Gaia Caramellino イタリア 2015/8/1 ～ 10/31
国際森林研究センター インドネシア 2007 年 2 月
ラオス国立大学 ラオス 2007 年 3 月
台湾中央研究院人文社会科学研究センターアジア太平洋地域研究センター 台湾 2007 年 6 月
スルタン・アグン・ティルタヤサ大学 インドネシア 2007 年 10 月
トリブバン大学ネパール・アジア研究所 ネパール 2008 年 9 月
トロぺンボス・インターナショナル オランダ 2009 年 1 月
ペルー問題研究所 ペルー 2010 年 2 月
カンボジア王立芸術大学 カンボジア 2010 年 12 月
カンボジア王立農業大学 カンボジア 2010 年 12 月
コンケン大学看護学部 タイ 2011 年 3 月
ブータン王立大学シェルブッシェ・コレッジ ブータン 2011 年 6 月
チュラーロンコーン大学社会調査研究所 タイ 2011 年 3 月
シアクアラ大学津波防災研究センター インドネシア 2011 年 12 月
リアウ大学 インドネシア 2012 年 6 月
世界の森林、社会と環境に関する IUFRO 特別プロジェクト フィンランド 2013 年 1 月
クラシカ・メディア マレーシア 2013 年 10 月
ペルーアマゾン研究所 ペルー 2013 年 12 月
コタブク マレーシア 2014 年 7 月
レスター大学地理学部 英国 2014 年 10 月
シラパコーン大学大学院 タイ 2015 年 1 月
ロンドン大学東洋アフリカ研究学院 英国 2015 年 7 月
アゼルバイジャン外交アカデミー大学公共学国際学院 アゼルバイジャン 2015 年 11 月
マハーチュラーロンコーン仏教大学仏教研究所 タイ 2016 年 3 月
プノンペン王立大学 カンボジア 2016 年 5 月
International Conference-Workshop “Toward Building a Regional Platform for 
Disaster Risk Reduction in Asia”






International Workshop“Mapping Practices of Theravadins in Mainland Southeast 
Asia”




現代グアテマラに関するセミナー／研究会 2016 年 3 月 5 日 京都大学稲盛財団記念館
大阪アジアン映画祭連携シンポジウム「“ 手に職系 ” 女子とフォーエバー・
ポギー」
2016 年 3 月 11 日 国立国際美術館講堂
International Symposium “Buddhism and Contemporary Living Environment over 
Asia” 2016 年 3 月 12 日 京都大学稲盛財団記念館
シンポジウム「誤差か、発見の糸口か？：情報学的分析結果を学際的に評
価する」
2016 年 3 月 25 日 東京大学史料編纂所
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インドネシアの災害後社会における生活再建と女性 基盤研究（B） 西　芳実 2014-2017



































情報抽出技術と LOD を用いた地域研究論文の構造化と分析 若手研究（B） 亀田　尭宙 2016
2016付録変A4　全部.indd   12 16/10/31   17:59
9. スタッフ一覧（2016 年 9 月現在）
9-1. スタッフ
地域相関研究部門 教　授 　Wil de Jong
 准教授 　帯谷 知可
 准教授　　村上 勇介
 助　教 　中山 大将
情報資源研究部門 教　授 　貴志 俊彦
 准教授 　西 芳実
 准教授 　山本 博之 
地域情報学（高次情報処理）研究部門 教　授 　林 行夫
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